
はじめに

北海道におけるブリの水揚げは2011年以降に急

激に増加し（図 1 ）、2020年には全国47都道府県中、

一位（海水面漁業）の漁獲量となりました 1 ）。し

かも、比較的冷涼なオホーツク海沿岸においても、

2010年代前半以降、数百トン水準で漁獲されてい

ます。それほど多くのブリはなぜ北海道に来遊す

るのでしょうか？その理由の一つは餌を食べるた

めだと考えられています 2 ）。しかしブリが北海道

に多く来遊するようになったのは近年のことなの

で、北海道周辺でブリが何を食べているのかは、

これまで調べられてきませんでした。そこで水産

試験場では、2021年に北海道日本海とオホーツク

海におけるブリの食性を調べました。

なぜオホーツク海なのか

過去に本州で行われたブリの餌生物の調査では、

主にマアジやカタクチイワシといった小型の回遊

魚を食べていることが明らかになりました 3 ）。し

かし、北海道ではマアジがほとんど漁獲されない

ために統計記録が存在せず、カタクチイワシやマ

イワシといったイワシ類は北海道の太平洋では多

く漁獲されるものの、日本海やオホーツク海では

商業的な漁獲はほとんどありません（図 1 ）。

さらに過去に水産試験場が北海道周辺海域で漁

獲されるブリの体脂肪率を調べた結果、オホーツ

ク海沿岸で水揚げされた個体の方が、日本海や太

平洋沿岸の個体よりも高いことが分かっていまし

た 4 ）。これらの情報から、北海道周辺海域の中で

もオホーツク海にはブリが太りやすい要因がある

のではないかと考え、2021年にブリが何を食べて

いるのかを調べました。

形態観察とDNA分析による餌調査

手法についても簡単に記します。まずブリが太

りやすいと考えられるオホーツク海（網走沖）と

比較のためにそうでない日本海（積丹沖）とで計

116尾を採集しました。また季節によって餌生物

が変わることも考えられるので、夏（ 7 ～ 8 月）

と秋（ 9 ～10月）に分けて採集しました。採集し

たブリは体の大きさ（尾叉長）や年齢などを調べ、

体脂肪率を計測し、胃などの消化管の内容物を採

取しました。その内容物に残る特徴（例えば下あ

ごや耳石など）から、食べられた餌生物の種査定

を行いました。同時に、胃液からDNAを抽出し、

図 1　北海道におけるブリとイワシ類の漁獲量
※最新年は暫定値

オホーツク海のブリは何を食べているのか
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塩基配列を解読して、公開されているデータベー

スと照合することで、餌生物の種査定を行いまし

た。

オホーツク海では餌をよく食べていて、主な餌生

物はカタクチイワシとイカナゴ類

上記の手法でブリを調べていくと、主に 3 つの

ことが分かりました。すなわち、①北海道日本海

のブリよりもオホーツク海のブリの方が餌を食べ

ている個体が多く、体脂肪率が高くなっていまし

た。②両海域に共通する主な餌生物はカタクチイ

ワシで、オホーツク海ではイカナゴ類も重要な餌

生物でした。さらに、③オホーツク海のブリの方

が日本海で採集されたものよりも相対的に大型で

した。

まず①についてですが、ブリの消化管に、何も

入っていない個体の割合（空胃率）を調べました。

その結果、オホーツク海で採集されたブリは、夏

でも秋でも日本海よりも空胃率が低い、すなわち、

餌を食べている個体が多いことが分かりました

（図 2 ）。また、両海域で採集したブリの体脂肪率

を調べたところ、オホーツク海のブリは日本海に

比べて体脂肪率が上回り、特に夏から秋にかけて

その値は急激に増加することがわかりました

②食べている餌生物を調べた結果、日本海では

季節を問わずカタクチイワシを主に食べていまし

た（図 4 ）。一方、オホーツク海では夏にイカナ

ゴを主に食べていました。またオホーツク海では

トヤマエビなどの海底付近に生息するような生物

も検出されました。種まで同定できた餌生物に着

目すると、目視による形態観察の結果も、DNA

を用いた分析結果も同様の結果を示していました。

③採集されたブリの平均尾叉長は、日本海では

平589 mmだったのに対し、オホーツク海では

図 2　夏（左）と秋（右）におけるブリの空胃率

図 3 	 道西日本海およびオホーツク海で採集したブリの
体脂肪率

図 4 	 日本海（上）とオホーツク海（下）におけるブリ
の餌生物の組成図
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721 mmであり、オホーツク海の方がより大型の

個体が来遊していることが明らかになりました

（図 5 ）。

オホーツク海の方が餌を食べやすい？

空胃率の海域間の違いは 1 尾の魚が餌に遭遇す

る確率の違いを表していると考えられます。また、

体脂肪率もオホーツク海の方が高かったことから、

調査をした時にたまたま餌を食べていたのでなく、

日頃から餌を食べて体に脂肪が蓄えられていたと

考えられます。このことから、オホーツク海の方

が日本海よりも 1 尾のブリが利用できる餌の量が

多い可能性があります。

なぜカタクチイワシとイカナゴなのか

主な餌生物として検出されたカタクチイワシと

イカナゴは群れをなす小型の魚です。ブリは一度

に多くの餌を食べられる可能性が高い群れをつく

る魚を狙っているのかもしれません。

カタクチイワシは日本全国の沿岸でほぼ周年に

わたって産卵をすると考えられています 4 ）。北海

道日本海では夏から秋にかけて主に産卵するので、

十分な遊泳力がない時期のイワシをブリが食べて

いる可能性があります。先述のように、カタクチ

イワシは北海道日本海やオホーツク海では漁獲対

象となっていないことから、その分布量は少ない

と考えられていましたが、この調査を通して、潜

在的に北海道周辺海域にも分布していることや、

ブリの重要な餌生物となっていることが明らかに

なりました。

カタクチイワシに次いでブリの餌生物として多

く検出されたイカナゴ類は海底付近に生息し、砂

に潜る性質を持つ魚です。夏は高水温を避けるた

めに砂の中に潜って長期間眠ることから（夏眠）、

本州では夏に姿が見えなくなり、ブリ等の大型魚

に捕食される機会も少なくなります。一方、北海

道周辺海域（特に宗谷海峡など）では水温が低い

時期が長いので、イカナゴは夏眠をしないとも考

えられています 5 ）。日本海よりも夏の水温が低い

オホーツク海では、イカナゴは来遊したブリの主

要な餌になったと考えられます。

また、宗谷海峡東側の漁場では、イカナゴ類は

海底近くの水温が10 ℃以上になると漁獲されに

くくなります 6 ）。このことから、底の水温が10度

を超える秋季にはイカナゴがブリの回遊範囲から

いなくなり、代わりにカタクチイワシを食べるよ

うになるのではないかと推察されました。

オホーツク海のブリはなぜ大きい

ブリは19 ℃程度の水温を好むものの 2 ）、大型

の個体は小型のものに比べて低水温に対する耐性

が高いと考えられています 7 ）。一方、北海道日本

海から宗谷海峡を越えてオホーツク海沿岸を南下

する宗谷暖流の水温は 8 月では18 ℃前後とやや

低めです 8 )。すなわち、大型のブリはオホーツク

海まで回遊しやすいため、オホーツク海では比較

的大型のブリが多いと推察されます。

図 5 	 日本海（上）とオホーツク海（下）におけるブリ
の尾叉長の組成図
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おわりに

今回の調査でこれまで不明であった北海道沿岸

におけるブリの餌となる生物を明らかにできまし

た。しかしこの調査は 1 年かぎりの結果であって、

たまたま調査をした年にカタクチイワシやイカナ

ゴが多かった可能性も否定しきれません。

近年までブリは北海道にはほとんど来遊してい

なかったので、北海道で漁獲が増える前後でその

生態も変化している可能性があります。例えば、

ブリは近年小型化していることが報告されていま

す 9 ）。小型化の原因が餌に起因するかは不明です

が、従来と餌の種類や量が変化したことなどが要

因として考えられます。北海道沿岸に来遊するブ

リについては、食性などの基礎的な生態に関して

これまでほとんど調査されていません。ブリの回

遊範囲の変化に対応し、上手に利用するためにも、

今後もこういった調査が必要であると考えられま

す。
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